
　
　

ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
・
エ
ー
バ
ハ
ー
ト 

准
教
授
略
歴
・
業
績
目
録

　【
略
　
歴
】

一
九
五
六
年
八
月
六
日　

西
ド
イ
ツ
、
ベ
ツ
ド
ル
フ
市
に
て
出
生

一
九
七
六
年
六
月　
　
　

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
卒
業

一
九
七
七
年
五
月
〜　
　

�
兵
役
義
務
に
代
わ
っ
て
、
フ
ロ
イ
デ
ン
ベ
ル
ク
（Freudenberg

）
の
ベ
テ
ス
ダ
病
院
に
て
民
間
勤
務
に
従
事

一
九
七
八
年
八
月

一
九
七
九
年
四
月　
　
　

ボ
ン
大
学
（R

henische-Friedrich-W
ilhelm

s-U
niversität B

onn

）
入
学

一
九
八
四
年
七
月　
　
　

ボ
ン
大
学
東
洋
言
語
研
究
所
日
本
語
科
卒
業

一
九
八
四
年
四
月　
　
　

ボ
ン
大
学
日
本
文
化
研
究
所
博
士
課
程
へ
移
籍　

専
攻
日
本
学
、
副
専
攻
民
族
学
、
民
俗
学

一
九
八
七
年
三
月　
　
　

ボ
ン
大
学
休
学

一
九
八
七
年
四
月　
　
　

熊
本
大
学
教
養
部
ド
イ
ツ
語
研
究
室
の
外
国
人
教
師
と
し
て
就
任

一
九
九
七
年
四
月　
　
　

熊
本
大
学
法
学
部
の
外
国
人
教
師
と
し
て
就
任

二
〇
〇
五
年
三
月　
　
　

熊
本
大
学
法
学
部
外
国
人
教
師
を
退
職

二
〇
〇
五
年
四
月　
　
　

熊
本
大
学
法
学
部
助
教
授
就
任
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印
刷
物

「D
eutsch unter anderen Sprachen in Europa

」
熊
本
大
学
法
学
部　

人
文
社
会
論
集　

創
刊
号
（
一
九
九
九
年
三
月
）

「
通
年
制
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
事
情
講
座　

―
熊
本
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
の
ド
イ
ツ
語
教
育
の
国
際
化
や
柔
軟
化
へ
の
貢
献
と
し

て
―
」
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
、
エ
ー
バ
ハ
ー
ト
；
ゲ
ラ
ー
ト
、
ア
ン
ネ
、
大
学
教
育
年
報
第
五
号
（
二
〇
〇
二
年
三
月
）

「B
ericht über die Einführung eines Jahreskurses m

it Sprachkursaufenthalt für H
örer aller Fakultäten an der U

niversität 

K
um

am
oto

」 Anne G
ellert, Eberhard H

erzog, 

ド
イ
ツ
語
教
育
七
（
ド
イ
ツ
語
教
育
部
会
会
報
五
十
五
）D

eutschunterricht in Japan 

H
eft 7 （

二
〇
〇
二
年
秋
）

「Erfahrungen m
it einjährigen Program

m
en zur Sprache und Landeskunde D

eutschlands – Ein B
ericht von der U

niversität 

K
um

am
oto （

含
和
文
要
約
）」
二
〇
〇
五
年
、
熊
本
大
学
法
学
部
人
文
社
会
論
集

熊
本
日
日
新
聞
、
コ
ラ
ム
「
今
日
の
発
言
」
一
九
九
九
年
一
月
～
三
月
、
全
十
一
回
、
二
〇
〇
一
年
全
七
回

「
二
〇
〇
五
年
度
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
事
情
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
第
五
回
ド
イ
ツ
短
期
留
学
レ
ポ
ー
ト
集
」Eberhard H

erzog, Tobias 

B
auer

、　

二
〇
〇
五
年
一
月
二
十
日
発
行

「
二
〇
〇
七
年
度
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
事
情
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
第
七
回
ド
イ
ツ
短
期
留
学
レ
ポ
ー
ト
集
」Eberhard H

erzog, Tobias 

B
auer

、　

二
〇
〇
八
年
三
月
十
五
日
発
行

「
二
〇
〇
八
年
度
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
事
情
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
第
八
回
ド
イ
ツ
短
期
留
学
レ
ポ
ー
ト
集
」Eberhard H

erzog, Tobias 

B
auer

、　

二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
日
発
行

「
二
〇
〇
九
年
度
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
事
情
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
第
九
回
ド
イ
ツ
短
期
留
学
レ
ポ
ー
ト
集
」Eberhard H

erzog, Tobias 

B
auer

、　

二
〇
一
〇
年
二
月
二
十
日
発
行
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「
二
〇
一
一
年
度
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
事
情
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
第
十
一
回
ド
イ
ツ
短
期
留
学
レ
ポ
ー
ト
集
」Eberhard H

erzog, 

Tobias B
auer

、　

二
〇
一
二
年
二
月
二
十
日
発
行

「
二
〇
一
二
年
度
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
事
情
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
第
十
二
回
ド
イ
ツ
短
期
留
学
レ
ポ
ー
ト
集
」Eberhard H

erzog, 

Tobias B
auer

、　

二
〇
一
三
年
二
月
二
十
日
発
行

「
二
〇
一
三
年
度
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
事
情
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
第
十
三
回
ド
イ
ツ
短
期
留
学
レ
ポ
ー
ト
集
」Eberhard H

erzog, 

Tobias B
auer

、　

二
〇
一
四
年
二
月
二
十
日
発
行

「
二
〇
一
四
年
度
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
事
情
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
第
十
四
回
ド
イ
ツ
短
期
留
学
レ
ポ
ー
ト
集
」Eberhard H

erzog, 

Tobias B
auer

、　

二
〇
一
五
年
二
月
二
十
日
発
行

「
二
〇
一
九
年
度
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
事
情
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
第
十
五
回
ド
イ
ツ
短
期
留
学
レ
ポ
ー
ト
集
」Eberhard H

erzog, 

Tobias B
auer

、　

二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
日
発
行

「B
egegnen und Verstehen （

日
独
交
流
四
〇
〇
年
）」
杉
谷
恭
一
、
舘
石
宏
明
、Eberhard H

erzog,

白
水
社
二
〇
〇
六
年

「K
ontakt D

eutsch,

（
コ
ン
タ
ク
ト　

ド
イ
ツ
語
と
出
会
う
）」
杉
谷
恭
一
、
舘
石
宏
明
、Eberhard H

erzog,

白
水
社
二
〇
二
〇
年

講
演
な
ど

Erfahrungen beim
 Japanologiestudium

 in B
onn, 

第
十
一
回
ド
イ
ツ
語
教
授
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
一
九
八
七
年

龍
田
小
学
校　

ド
イ
ツ
の
性
教
育
に
つ
い
て　

一
九
八
七
年　
（
保
護
者
を
相
手
に
）

教
養
部
ド
イ
ツ
語
島
原
合
宿
一
九
八
七
年　

ド
イ
ツ
の
大
学
に
つ
い
て

西
原
小
学
校
、
国
際
交
流
教
室　

一
九
八
九
年
九
月
九
日　

ド
イ
ツ
に
つ
い
て　
（
生
徒
を
相
手
に
）
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熊
本
大
学
付
属
中
学
校　

ド
イ
ツ
に
つ
い
て　
（
生
徒
を
相
手
に
）

詫
麻
東
小
学
校　

ド
イ
ツ
の
教
育
に
つ
い
て　
（
保
護
者
を
相
手
に
）

恵
み
保
育
園
（
市
立
）
ド
イ
ツ
の
教
育
に
つ
い
て　
（
保
護
者
を
相
手
に
）

熊
本
友
の
会
幼
児
生
活
団
幼
稚
園　

ド
イ
ツ
に
つ
い
て　
（
園
児
を
相
手
に
）

熊
本
大
学
以
外
の
教
育
活
動

消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
八
年　

消
費
者
大
学
春
季
講
座　

講
師　
「
ド
イ
ツ
と
環
境
問
題
」

熊
本
市　

職
員
研
修　

ド
イ
ツ
語
講
座　

週
一
コ
マ　

二
回
六
ヶ
月

平
成
三
年
十
月
三
日
～
十
二
月
十
九
日　

計
十
二
回
（
十
八
時
間
）
熊
本
市
役
所
職
員
研
修　

ド
イ
ツ
語
会
話
研
修

尚
絅
大
学　

非
常
勤
講
師　

週
一
コ
マ　

五
年
間

熊
本
県
立
大
学　

非
常
勤
講
師　

週
一
コ
マ　

五
年
間

そ
の
他

熊
本
地
方
裁
判
所
の
公
認
通
訳
者
と
し
て
熊
本
地
方
裁
判
所
、
熊
本
地
方
検
察
庁
、
那
覇
地
方
検
察
庁
に
て
通
訳
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